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築
港
期
成
同
盟
会
」を
組
織
し
、
陸
海
軍
両
省
の

後
援
を
得
て
そ
の
達
成
を
目
指
し
た
。
残
念
な

が
ら
こ
れ
は
不
況
の
た
め
沙
汰
止
み
と
な
っ
た

が
、
そ
の
後
陸
海
軍
の
要
港
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
一
九
四
一
年
に
は
呉
海
軍
第
十
一
航
空
廠

の
航
空
基
地
と
し
て
二
年
間
に
わ
た
る
大
工
事

の
末
整
備
さ
れ
て
い
る
。

水
上
機
の
進
水
を
目
的
と
し
た
〝
滑
走
台
〞

（
ス
リ
ッ
プ
）は
一
九
四
三
年
に
竣
功
し
、
大
艇
用

三
基
と
小
艇
用
一
基
が
現
存
し
て
い
る
。
潜
水
夫

に
よ
っ
て
海
底
に
割
石
基
礎
が
築
か
れ
、
そ
の
上

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
盤
が
四
・
五
度
の
勾
配
を
も
っ

て
施
工
さ
れ
て
い
る
。
側
面
は
花
崗
岩
間
知
石
が

施
さ
れ
、
西
端
の
滑
走
台
に
は
軌
道
も
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
が
、
東
端
は
水
平
に
改
修
さ
れ
荷
揚

げ
場
と
な
っ
て
い
る（
v
）。

旧
日
本
海
軍
の
滑
走
台
は
愛
知
県
美
浜
町
、
茨

城
県
阿
見
町
、
千
葉
県
館
山
市
の
ほ
か
、
台
湾
・

屏
東
縣
の
大
鵬
灣
な
ど
外
地
に
も
現
存
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査

研
究
に
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待

し
た
い
。

当
地
は
神
風
特
攻
隊
出
陣
の
地
と
し
て
も
知

ら
れ
、
航
空
隊
基
地
跡
の
碑
石
整
備（
二
〇
〇
〇

年
）な
ど
こ
の
地
の
歴
史
を
真
摯
に
見
つ
め
直
す

動
き
が
近
年
活
発
で
あ
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
六
年

に
は
選
奨
土
木
遺
産
と
い
う
も
う
一
つ
の
観
点
か

ら
こ
の
地
を
再
考
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
施
設
整

備
を
可
能
と
し
た
自
然
地
理
的
条
件
と
、
呉
軍
港

へ
の
近
接
性
と
い
う
社
会
的
背
景
か
ら
そ
の
成
立

の
系
譜
を
客
観
的
に
と
ら
え
直
す
こ
と
の
意
義

も
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
国
防
遺
産
や
軍
事
遺

産
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

飛
行
艇
の
台
頭
は
、
未
来
を
構
想
す
る
明
治
の

文
人
の
心
を
も
確
か
に
と
ら
え
て
い
た
。
富
国
強

兵
と
い
う
厳
格
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
遺
産
に
対
し

て
、
滑
走
台
越
し
に
眺
め
る
瀬
戸
内
の
穏
や
か
な

波
間
の
風
景
は
悲
し
い
ま
で
に
明
快
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
形
成
し
て
い
る
。
敵
地
に
散
っ
て
い
っ
た
同

胞
た
ち
へ
の
こ
の
レ
ク
イ
エ
ム
は
、
新
し
き
日
本
の

構
築
に
邁
進
し
た
ひ
た
む
き
な
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア

た
ち
へ
の
賛
歌
と
は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

暖
冬
の
四
国
ら
し
か
ら
ぬ
雪
の
舞
う
詫
間
港
に

佇
み
な
が
ら
、〝
近
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
〞と
い

う
初
源
的
な
問
い
の
複
雑
さ
を
改
め
て
噛
み
締

め
た
。
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可
惜
夭
折
し
た
明
治
の
冒
険
小
説
家
、
押
川
春

浪（
一
八
七
六
〜
一
九
一
四
）の
代
表
作「
空
中
大

飛
行
艇
」（
一
九
〇
二
）の
く
だ
り
で
あ
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
以
前
に
は
、
偵
察
用
の
水
上
飛
行
機

が
軍
艦
に
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
海
軍
士
官
た
ち
に

は「
下
駄
ば
き
機
」と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
香
川

県
詫
間
町（
現
三
豊
市
詫
間
）に
一
九
四
三
年
に

開
隊
し
た
詫
間
海
軍
航
空
隊
は
こ
の
水
上
機
の

訓
練
教
育
を
行
う
部
隊
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い

る（
b
）。

飛
行
艇
は
滑
走
路
な
ど
の
大
規
模
な
飛
行
場

設
備
を
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
長
距
離
飛
行
に
お
い

て
も
着
水
に
よ
る
不
時
着
が
可
能
で
あ
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
。
一
九
三
〇
年
代
に

は
欧
米
を
中
心
に
旅
客
飛
行
艇
が
採
用
さ
れ
た

が
、
や
が
て
世
界
各
国
の
海
軍
に
も
着
目
さ
れ
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
も
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。

世
界
を
代
表
す
る
閉
鎖
性
海
域
で
あ
る
瀬
戸

内
海
は
、
穏
や
か
な
海
水
面
を
も
ち
、〝
水
上
飛

行
場
〞に
最
適
の
地
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
、

一
九
二
〇
年
代
よ
り
わ
が
国
に
お
い
て
先
導
的

に
旅
客
飛
行
艇
の
営
業
運
航
が
行
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
近
年
ま
で
宇
高
航
路
に
は
静
水
面
を
高
速

航
行
で
き
る
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト（
一
九
七
二
〜

八
八
）な
ど
も
導
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

瀬
戸
内
海
に
あ
っ
て
詫
間
湾
は
さ
ら
に
北
と
西
に

岬
を
も
ち
、
前
方
に
は
粟
島
を
控
え
風
波
を
も
避

け
ら
れ
る
と
い
う
有
利
な
地
形
を
も
つ（
z
）。
こ

の
理
想
的
な
天
然
の
良
港
に
対
し
、
明
治
三
十
年

頃
に
当
時
の
県
会
議
員
、
西
山
彰
氏
ら
が「
詫
間

0 200m

z詫間港の地形５）

x航空隊基地跡の碑石　c詫間海軍航空隊平面図６）

v東端の滑走台
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